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2025年4月11日、北岡賢剛氏が突如控訴を取り下げ、一審判決が確定しました。これにより、本件
裁判は終結を迎えました。 

あまりにも急な展開に、未だ心も頭も整理がつかないままです。 
北岡氏は、最後まで自身の行為について内省を示すことも、その理由を語ることもありませんでし

た。判決確定後も謝罪の言葉は一切なく、ただ淡々と裁判終結の手続きだけを進めています。内閣府
や厚生労働省で障害者施策に関する委員や社会福祉法人の役員を歴任してきた人物として、本来であ
れば社会的説明責任があるはずです。しかし、その責任に向き合う姿勢は一切見られません。 

私が長年苦しんできたのは、単に不快な思いをさせられたということではなく、「感情を持つ一人
の人間としての尊厳」を無視され続けたことでした。 

被害を受けた当時、「やめてください」と拒否の意思を伝えたことが何度もあります。そして裁判
を通じて、なぜこのような性暴力、ハラスメント行為を行ない続けたのか、事実と理由を知りたくて
訴えました。しかし北岡氏は、法廷においても虚偽のストーリーを作り出すなどして、誠実に向き合
うことはせず、私や原告2が求めた謝罪にも応えませんでした。自分にとって都合の悪い声に耳を貸
さないというその態度に、私はずっと苦しめられ、いまも深い失望と虚しさを感じています。私は、
この現実ともう13年にわたり向き合ってきました。傷つけられた尊厳を取り戻すために、計り知れな
い時間と精神を費やしてきました。けれど本来、尊厳とは誰かに奪われるべきものではなく、取り戻
すために闘わなければならないものでもないはずです。 

また、Dignity for All－社会福祉法人役員による性暴力・ハラスメント裁判の原告を支える会－か
ら、北岡氏が役員等として関わってきた複数の法人に対して公開質問状を送付しましたが、多くの法
人はいまだに返答をせず、沈黙を貫いています。しかし、本来、加害者を役員等として受け入れ続け
る側にこそ、説明責任があるはずです。こうした沈黙と無視の姿勢こそが、性暴力を社会に温存させ
る構造そのものであり、私はそのことに強い憤りを感じています。 

判決では、私の主張はほぼすべて認められ、長年にわたる行為が「一連一体の不法行為」として明
確に認定されました。さらにこの認定により、不法行為に対する損害賠償請求の時効を原則3年とす
る民法の規定、いわゆる「時効の壁」を乗り越える判断が示されたことは、性暴力被害の実態に即し
た、画期的で極めて意義深いものでした。けれども、7年間にわたり私の人格的利益が違法に侵害さ
れ続けたと認めたにもかかわらず、認定された損害賠償額はわずか220万円にとどまりました。もち
ろん、この裁判は金銭の多寡が本質ではありません。しかし、性暴力やハラスメントに対する司法の
判断が、加害者にとって実質的な抑止力とならなければ、社会は変わりません。残念ながら倫理観に



頼るだけでは、性暴力を生み出す社会構造は温存されたままです。だからこそ、人権を守る最後の砦
としての司法のあり方が問われており、あわせて、より実効性のある法整備が強く求められていると
感じます。 

北岡氏との本裁判も、フジテレビの問題と同様、個人間の問題ではありません。性暴力やハラスメ
ントを許容し、権力を持つ者や組織の名誉、利益を優先する社会全体に蔓延する構造的な問題です。
私たちは、そのような構造の中で「働くしかない」という不公正な現実に、今もなお晒され続けてい
ます。このような状況は、理不尽でアンフェアな社会構造の表れです。安心して働ける環境が最初か
ら存在していなかったという、この構造そのものに対して、強い怒りを感じています。 

私と同じように、この構造の中で苦しんできた（または、現に苦しんでいる）人たちは無数にいま
す。けれども、その存在は長い間、「あるのに、なかったこと」にされてきました。それこそが性暴
力やハラスメントの本質的な問題です。 

見て見ぬふりを、もうやめてください。 

これは新しい問題ではありません。 

連綿と続いてきた深刻な人権侵害の連鎖です。 

性暴力、セクハラ、パワハラは「不適切な行為」ではなく、人の尊厳を傷つけ、心に深い傷を刻
み、孤立や無力感を生み出すものです。そしてその影響は、被害者個人の人生にとどまらず、職場や
社会全体の信頼と公正の基盤すらも揺るがします。 

私が闘い続けてきたのは、私自身のためだけではありません。現に苦しんでいる人、このことで人
生を壊された人、また次世代の人たちが、同じ苦しみを味わわない社会をつくるためです。 

私たちの裁判、フジテレビの事件、大阪検事正による性暴力事件、そして今この社会に存在する無
数の性暴力の事例。 

どうか、それぞれの痛みから学んでください。 

私たち一人ひとりが学ぶことでしか、社会は変化も、進化もしていきません。 

性暴力やハラスメントの問題は、加害者と被害者という単純な二項対立では語りきれない、本質的
に複雑で構造的なものです。傍観する人、容認する人、見て見ぬふりをする人、そして沈黙を強いら
れる人たちは誰もが、この社会の中で、知らず知らずのうちにその構造の一部となっているかもしれ
ません。 

だからこそ、誰もがこの問題に無関係ではないと気づき合いながら、誰もが安心して働ける成熟し

た社会を、共に育んでいくことが大切だと思います。 

この社会が少しずつでも変わっていけるように。 

私もまた、できるかたちで声を上げ、ここではない未来を希求していきたいと思います。 

最後に、これまで支えてくださったすべての皆さま、そして声を届けてくださったメディア関係者

の皆さまに、心より深く感謝を申し上げます。 


